
兵庫県薗芸療法導入促進
コーラ，ィネ一夕ー

立川　理絵

す・ヤ′・サ

たつかわ・りえ
鹿児島県出身。

大学卒業後、2004

年9月、兵庫県立
淡路景観園芸学校
・園芸療法誅短に

入学。修了後、社
会福祉法人での勤
≡防をヌ達て、07年4

月より：現職。兵庫
県園芸尿法士。神
戸市在住。

罷祭嘉
平成封年ユ月埠日周〉

璽
一
義
法
と
聞
い
て
「
何

だ
ろ
†
2
と
思
う
人
が
ほ
と

ん
ど
だ
さ
つ
。
「
お
花
の
お

医
者
さ
ん
？
」
と
聞
か
れ
た

こ
と
も
あ
る
。

・
私
た
ち
は
、
花
や
木
々
な

ど
多
く
の
「
い
の
ち
」
と
共

に
暮
ら
し
、
刺
激
や
安
ら
ぎ
、

生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら

っ
て
生
き
て
い
る
。
日
々
の

営
み
の
一
つ
で
あ
る
園
芸

は
、
さ
ま
ざ
ま
行
為
を
通
し

て
植
物
の
成
長
を
期
待
し
、

そ
の
成
長
に
感
動
す
る
な

ど
、
脳
と
身
体
を
刺
激
す
る

創
造
的
な
活
動
で
あ
る
。
こ

う
し
た
園
芸
の
特
長
を
生
か

し
、
健
康
や
生
活
の
改
善
に

ま
を
の
か
彗
窪
だ
。
大
要
の
後
、
花
や
欝
人
ベ
シ
ャ
リ
ス
と
し
て
、
利
〈
平
苧
八
）
年
四
月
に
は
、
施
警
聖
霊
士
が
訪
莞
で
い
る
。
　
か
ら
よ
く
耳
に
す
る
の
は
そ
、
生
き
て
い
る
花
や
誓

最
初
に
取
又
れ
ら
更
々
の
心
を
零
し
た
経
警
用
者
の
心
身
の
健
康
状
雫
同
雲
の
普
及
を
目
指
し
、
れ
、
入
所
等
施
旨
彗
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
役
「
何
よ
。
も
（
入
雲
が
）
植
通
し
て
治
苧
る
側
、
房

の
は
、
竺
筐
栗
を
警
完
、
釜
苗
と
し
て
人
生
経
警
ど
を
考
慮
し
た
学
生
の
協
力
を
得
て
、
全
な
ど
の
参
加
苦
と
も
に
同
是
、
薫
の
円
滑
な
宝
物
や
土
に
触
れ
る
こ
と
で
写
る
讐
い
う
枠
羞
貰
、
共
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役
立
て
ら
な
い
か
、
と
生
　
兵
薫
は
、
阪
神
・
藍
に
警
す
る
。
同
雲
の
ス
　
さ
ら
に
県
は
二
〇
〇
六
帯
誓
書
を
中
心
に
十
八
の
の
、
延
べ
二
百
七
十
回
に

活
性
化
す
る
。
施
設
関
係
者
を
尊
重
す
る
現
場
だ
か
ら
こ

効
な
琴
票
巴
つ
と
さ
れ
て
著
し
、
学
生
は
、
県
知
い
方
向
へ
苧
専
門
的
な
力
莞
促
彗
誉
ス
タ
ー
ト
施
撃
の
実
否
数
は
、
ま
で
、
季
節
警
呼
び
撃
J
L
、
ど
で
蓮
し
て
い
る
。
医
療

の
ア
メ
リ
カ
。
戦
い
に
よ
り

心
身
共
に
疲
労
因
ば
い
し
た

帰
遭
兵
の
リ
ハ
ビ
リ
に
用
い

ら
れ
、
日
本
に
は
一
九
九
〇

年
代
に
導
入
さ
れ
た
。

以
後
、
各
地
で
の
実
践
活

動
も
広
が
り
を
見
せ
、
日
本

流
の
園
芸
療
法
が
定
着
し
っ

づ
あ
る
。
今
で
は
リ
ハ
ビ
リ

や
健
康
づ
く
り
、
職
業
訓
棟

を
必
要
と
す
る
人
た
ち
に
対

し
て
幅
広
い
効
果
を
持
つ
有

ユ
ラ
ム
（
実
習
室
む
）
を
上
、
雲
を
通
し
て
よ
豊
国
に
も
例
の
な
い
彗
雪
雲
を
実
確
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
の
成
長
を
見
守
る
中
毒
の
医
学
福
麓
警

著
し
、
学
生
は
、
県
知
い
方
向
へ
苧
専
門
的
な
力
莞
促
彗
誉
ス
タ
ー
ト
施
撃
の
実
否
数
は
、
ま
で
、
季
節
警
呼
び
撃
J
L
、
ど
で
蓮
し
て
い
る
。
医
療

事
が
「
兵
庫
県
璽
毒
筆
」
が
必
写
さ
れ
る
。
　
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
県
内
の
だ
月
〓
面
と
少
な
い
も
五
讐
刺
激
し
て
脳
や
讐
・
福
祉
と
い
う
「
い
の
き

は
全
国
初
と
な
る
本
格
的
な

璽
宗
法
の
専
門
家
養
成
コ

ー
ス
を
県
立
淡
路
景
観
園
芸

学
校
（
淡
路
市
）
に
開
設
し

た
。
毒
間
、
植
物
栽
培
、

心
理
学
、
介
護
な
ど
に
関
す

る
延
べ
二
千
時
間
の
カ
リ
キ

を
図
る
た
め
、
同
療
法
の
導

入
を
希
望
す
る
県
内
の
医
療

・
福
祉
施
設
と
の
橋
渡
し
を

す
る
こ
と
だ
。
施
設
側
か
ら

は
入
所
者
の
様
子
の
変
化
か

ら
同
家
法
の
必
要
性
や
重
要

性
が
青
く
評
価
さ
れ
、
毎
年
、

継
続
希
望
の
申
し
出
が
あ

る
。
昨
年
度
は
導
入
を
希
望

す
る
施
設
が
六
つ
増
え
た
。

種
を
ま
き
、
花
を
植
え
、

ん
で
く
れ
る
」
と
い
う
声
だ
。

入
所
者
に
普
段
見
ら
れ
な
か

っ
た
笑
顔
が
見
ら
れ
、
会
話

も
進
む
。
ま
た
、
「
ま
だ
こ
ん

な
こ
と
も
で
き
た
ん
や
ね
」

と
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
が
驚
く

発
見
の
場
に
も
な
っ
て
い

る
。
私
自
身
も
、
自
然
の
持
つ

力
の
大
き
さ
を
実
感
す
る
。

県
の
璽
歪
還
士
は
、
す

で
に
七
十
七
人
が
誕
生
し
、

に
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
や

成
長
の
吉
び
を
大
き
く
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
と
唇
つ
。

璽
宗
法
の
役
割
は
今
後
ま

す
ま
す
大
き
く
な
る
と
確
居

し
て
い
る
。
広
く
一
般
に
も
、

こ
の
療
法
へ
の
理
解
を
求
め

たい。


